
　

１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年
、「
東
京

手
描
友
禅
」
が
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に

指
定
さ
れ
た
。
昔
な
が
ら
の
手
仕
事
を

受
け
継
い
で
き
た
伝
統
的
工
芸
品
。
そ

の
生
産
現
場
へ
の
支
援
策
を
盛
り
込
ん

だ
「
伝
統
的
工
芸
品
産
業
の
振
興
に
関

す
る
法
律
」
が
74
年
に
施
行
さ
れ
、
翌

75
年
に
は
加
賀
友
禅
、
76
年
に
京
友
禅

が
相
次
い
で
指
定
を
獲
得
し
た
。
少
し

間
を
置
い
た
東
京
の
指
定
に
よ
り
、
着

物
の
三
大
産
地
に
お
け
る
友
禅
染
め
が

出
そ
ろ
っ
た
。

　

友
禅
染
め
の
ル
ー
ツ
は
、
江
戸
時
代

の
貞
享
・
元
禄
年
間
（
１
６
８
４
〜

１
７
０
４
年
）
を
中
心
に
京
都
で
活
躍

し
た
絵
師
、
宮
崎
友
禅
斎
と
す
る
の
が

定
説
と
な
っ
て
い
る
。
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
た
の
は
、糊
を
使
っ
た
防
染
技
法
。

そ
れ
ま
で
は
刺
繍
や
絞
り
染
め
が
中
心

だ
っ
た
着
物
の
柄
に
、
鮮
や
か
な
色
合

い
で
自
由
度
の
高
い
デ
ザ
イ
ン
を
施
す

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
人
々
の
心
を
つ

か
ん
で
い
っ
た
。

　

そ
の
技
法
や
デ
ザ
イ
ン
は
京
都
か
ら

加
賀
、
江
戸
に
伝
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

土
地
柄
に
合
わ
せ
て
様
式
を
発
展
さ
せ

て
き
た
。
金
彩
や
刺
繍
を
併
用
し
、
華

や
か
で
雅
な
京
都
。
藍
色
や
黄
土
色
な

ど
、
自
然
な
風
合
い
に
重
き
を
置
い
た

色
彩
が
特
徴
の
加
賀
。
一
方
、
江
戸
の

流
れ
を
受
け
継
ぐ
東
京
で
は
、
町
人
文

化
の
発
展
を
背
景
に
、
落
ち
着
い
た
色

彩
の
中
に
粋
や
洒
落
を
盛
り
込
ん
だ
意

匠
が
好
ま
れ
た
。

清
流
を
求
め
て
西
方
へ

　

東
京
手
描
友
禅
の
伝
統
的
工
芸
品
指

定
の
獲
得
に
尽
力
し
た
の
が
、
模
様
師

と
呼
ぶ
友
禅
作
家
を
中
心
に
構
成
す

る
、「
東
京
都
工
芸
染
色
協
同
組
合
」だ
。

代
々
模
様
師
の
家
系
の
８
代
目
、
故
・

伊
東
薫
氏
は
そ
の
組
合
の
機
関
誌
『
染

芸 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
８
』（
１
９
８
３
年
）
で
、

自
ら
の
ル
ー
ツ
を
調
査
し
た
成
果
を
寄

稿
し
て
い
る
。

　

そ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
初
代
の
伊
東

伊
兵
衛
は
京
都
か
ら
江
戸
神
田
村
の
豪

族
に
養
子
に
出
さ
れ
、
名
筆
の
人
・
模

様
師
の
江
戸
に
お
け
る
元
祖
と
評
さ
れ

た
。
５
代
目
に
当
た
る
平
五
郎
は
、
幕

末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
多
数
の
弟

子
を
養
成
。
そ
れ
以
前
に
は
江
戸
の
模

様
師
は
、
神
田
の
伊
東
、
日
本
橋
の
小

泉
に
加
え
浅
草
の
某
の
３
軒
だ
け
だ
っ

た
と
伝
え
る
。

　

江
戸
時
代
に
は
染
色
の
工
房
は
、
城

下
町
の
町
人
地
で
あ
り
消
費
地
に
も
近

い
神
田
や
日
本
橋
エ
リ
ア
に
集
中
し
て

い
た
。
現
代
で
も
、
神
田
紺
屋
町
と

い
っ
た
地
名
に
名
残
を
留
め
る
。
と
こ

ろ
が
明
治
に
入
っ
て
都
市
化
が
進
行
す

る
に
つ
れ
、
余
分
な
染
料
や
糊
を
洗
い

流
す
「
水
元
」
の
工
程
に
欠
か
せ
な
い

川
の
水
が
、
生
活
排
水
や
工
場
か
ら
垂

れ
流
さ
れ
る
廃
水
で
汚
染
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
工
房
は
よ
り
き
れ
い
な
水

質
を
求
め
て
、
神
田
川
の
上
流
に
遡
っ

て
い
っ
た
。

　

１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
に
、
三
越

呉
服
店
が
神
田
川
に
か
か
る
戸
塚
町

（
現
在
の
高
田
馬
場
）
の
田
島
橋
の
た

も
と
に
、
着
物
を
制
作
す
る
直
営
の
染

工
部
（
後
に
三
越
染
工
場
）
を
開
設
し

た
こ
と
も
、
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
だ
ろ
う
。
こ
の
工
場
に
は
立
ち
上
げ

時
、
お
よ
そ
50
人
の
職
人
が
在
籍
し
、

そ
の
う
ち
20
人
は
京
都
か
ら
呼
び
寄
せ

た
熟
練
技
術
者
だ
っ
た
。

着
物
を
美
し
く
彩
る
友
禅
染
め
。
そ
の
作
家
は
、
自
ら
を
「
模

様
師
」
と
名
乗
る
。
東
京
の
模
様
師
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
に
技
術

を
磨
き
な
が
ら
、
最
大
の
消
費
地
で
あ
る
首
都
に
お
け
る
和
装

産
業
を
支
え
て
き
た
。
そ
の
歴
史
は
、
江
戸
時
代
ま
で
遡
る
。

東
京
の
模
様
師
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工
房
移
転
の
動
き
に
さ
ら
に
追
い
討

ち
を
か
け
た
の
は
、
23
年
の
関
東
大
震

災
だ
。
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
下
町
を

離
れ
、
何
軒
も
の
染
色
関
連
業
が
神
田

川
や
妙
正
寺
川
沿
い
に
工
房
を
構
え
始

め
た
。
引
き
染
め
や
湯
の
し
な
ど
、
各

工
程
の
分
業
で
成
り
立
つ
着
物
制
作
に

お
い
て
は
同
じ
区
域
に
集
ま
る
こ
と
に

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
次
第
に
集
積
が

進
む
こ
と
に
な
る
。

戦
後
復
興
か
ら
の
好
景
気
に
沸
く

　

時
代
は
昭
和
に
入
り
、
世
間
は
暗

い
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
て
い
っ
た
。
第

２
次
世
界
大
戦
が
開
戦
し
た
翌
年
の

１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
に
は
、
不
要

不
急
の
品
物
の
製
造
や
販
売
を
制
限
す

る
「
奢し
ゃ
し侈

品
等
製
造
販
売
制
限
規
則
」

が
施
行
さ
れ
た
。
一
般
に
は
施
行
日
に

ち
な
ん
で
「
七
・
七
禁
止
令
」
と
し
て

知
ら
れ
る
こ
の
省
令
は
、
着
物
の
制
作

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。「
振
袖

や
高
価
で
派
手
な
着
物
、
金
銀
糸
の

入
っ
た
反
物
、
菊
の
模
様
で
皇
室
の
御

紋
章
に
少
し
で
も
似
て
い
る
物
は
全
て

使
用
で
き
ず
、非
常
に
困
っ
た
」と
、故
・

田
中
昌
三
氏
は
『
染
芸 

Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
６
』

（
１
９
８
２
年
）
に
寄
せ
た
文
章
で
振

り
返
っ
て
い
る
。
あ
る
者
は
転
業
、
ま

た
招
集
・
徴
用
さ
れ
て
戦
地
に
赴
く
者

も
い
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
１
９
４
５
（
昭
和

20
）
年
の
終
戦
。
戦
地
や
疎
開
先
か
ら

戻
っ
た
模
様
師
た
ち
は
、
戦
後
の
物
資

不
足
の
中
で
苦
労
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
に
仕
事
を
再
開
し
た
。
戦
後
復
興
と

朝
鮮
特
需
に
よ
り
高
度
経
済
成
長
期
の

幕
が
開
け
る
昭
和
30
年
代
に
は
、
着
物

の
需
要
も
旺
盛
と
な
る
。
模
様
師
の
間

に
も
、
宣
伝
の
た
め
に
連
帯
し
て
作
品

図
録
を
つ
く
る
な
ど
の
動
き
が
見
ら

れ
、
後
の
協
同
組
合
設
立
の
布
石
と

な
っ
た
。

伝
統
を
受
け
継
ぐ
協
同
組
合

　

東
京
都
工
芸
染
色
協
同
組
合
の
直
接

の
母
体
と
さ
れ
る
団
体
は
２
つ
あ
る
。

１
つ
は
田
内
康
近
や
奈
良
東
明
子
が
中

心
と
な
っ
て
52
年
に
立
ち
上
げ
た
研
究

グ
ル
ー
プ
「
麓ろ
く

土ど

社し
ゃ

」。
後
に
田
内
は

協
同
組
合
の
３
代
目
理
事
長
と
な
り
、

奈
良
も
理
事
を
務
め
て
い
る
。

　

も
う
１
つ
の
団
体
は
、
高
田
馬
場
や

落
合
地
域
の
工
房
を
中
心
と
し
た
「
草

人
舎
」
だ
。
中
落
合
に
あ
っ
た
染
色
工

房
、
美
研
荘
出
身
の
坂
井
教
人
氏
に
よ

る
と
、
草
人
舎
の
結
成
に
は
旧
・
戸
塚

町
に
あ
っ
た
染
色
材
料
店
「
東
あ
ず
ま
屋
」
が

一
役
買
っ
て
い
る
と
い
う
。同
氏
は「
東

屋
さ
ん
が
『
東
草
』
と
い
う
、
近
辺
の

模
様
師
さ
ん
に
雛
形
を
描
か
せ
て
掲
載

す
る
図
録
を
年
１
回
出
し
て
い
た
」
と

証
言
す
る
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
模
様

師
が
集
ま
っ
て
、
草
人
舎
を
名
乗
る
よ

う
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
草
人
舎
が
発
展
し
、
模

様
師
だ
け
で
な
く
、
引
き
染
め
や
糊
画

の
工
房
も
巻
き
込
ん
で
企
画
し
た
コ
ン

ク
ー
ル
「
三
芸
展
」
を
始
め
た
の
が

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
。
三
芸
展
の

第
１
回
図
録
の
表
紙
は
、
坂
井
氏
が
手

が
け
た
と
い
う
。

　

そ
し
て
62
年
、
２
つ
の
団
体
が
合
流

し
て
東
京
都
工
芸
染
色
協
同
組
合
の
誕

生
に
至
る
。
初
代
理
事
長
は
三
芸
展
の

取
り
ま
と
め
を
担
っ
て
い
た
小
倉
玉

鳳
（
博
）
が
務
め
た
。
創
設
当
時
の
組

合
員
数
は
１
５
１
名
。
80
年
代
に
は
伝

統
的
工
芸
品
の
指
定
獲
得
も
弾
み
と
な

り
、
組
合
員
は
３
０
０
名
を
超
え
た
。

三
芸
展
は
「
染
芸
展
」
に
名
を
変
え
て
、

今
に
至
る
ま
で
毎
年
欠
か
さ
ず
開
催
を

続
け
て
い
る
。

染
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